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第 3 節　1987 年教授プラン案とそれをめぐる議論
第４節　1989 年生物教授プランの特徴と問題点




　本論文では，1960 年代後半からドイツ再統一の 1990 年までのドイツ民主共和国（以下，
DDR）の生物教授プランと生物の教科書の変遷を追うなかで，DDR における性教育の問題点と
課題を解明する．まず，60 年代の性教育をめぐる性教育学者の取り組みの 1 つの成果として，
1968 年の生物教授プランとそれにもとづいた生物教科書を検討する（第 1 節）．次いで，70 年代
の停滞期を経て 80 年代に入って生物教授プランをめぐって行われた『学校の生物（Biologie in 
der Schule）』（以下 BioS）での論争とその成果としての 1987 年教授プラン案を取り上げる（第
2 節と第 3 節）．そして 87 年の教授プランをめぐる議論の末に出された 89 年生物教授プランと
生物の教科書を検討し（第 4 節と第 5 節），最後に DDR の生物教授プランにおける性教育の到
達点を確認する1．






　すでに池谷（2011b; 2011c; 2011d）で見たように，1960 年代に入ると，ドイツ社会主義統一党











　1965 年 2 月 25 に「統一的社会主義教育制度に関する法律」（MONUMENTA PAEDAGOGI-
























べく，1965 年 5 月 7 日に「1965 年 9 月 1 日以降の 10 年制総合技術上級学校における教授プラン
の 有 効 性 に 関 す る 指 令 」（Anweisung zur Gültigkeit von Lehrplänen 1965） が 出 さ れ る
（Ministerium für Volksbildung 1965，なお Wernecke 1966; Loschan 1966 も参照のこと）．そ










学と農業」をかなり変更することができるようになり，これによって 8 学年と 9 学年の教授プラ
ンが軽減できる．第 2 に，近年の生物科学の発展によって 10 学年用の教授プランの変更が必要
になっている．この 2 点から，８～ 10 学年の授業教材に関して，次のような新たな概要が示さ
れている（表 1）．
　性教育に関わる部分の変更について見れば，第 1 に，1959 年生物教授プランでは 8 学年で扱
われていた教材領域「人間の解剖学と生理学（Ⅰ部）」が削除されて，９学年にそのⅠ部とⅡ部
がまとめられて扱われ，48 時間が充当されることになる．第 2 に，それと関連して教科書『人
間』は，1965 年には生徒に手渡されないことになり，将来は 9 学年でのみ使用されるとされて
いる．
　こうした指令を踏まえた上で，新たに出るであろう精度化された生物教授プランまでの暫定的
な も の と し て 示 さ れ た の が，1966 年 の『 教 科 生 物 用 教 授 プ ラ ン　7 ～ 10 学 年 』（⑬: 
Ministerium für Volksbildung 1966）であろう．この教授プランでは，そのサブタイトルに




　また，「人間の解剖学と生理学」の構成と内容を 1959 年のものと比較してみると，8 学年で教
120
現代と文化　第 130 号
えられたものが 9 学年に移行しただけで，その構成と内容には変化が見られない（池谷 2014・
表 14，本論文表 3）．
　３．1968 年生物教授プランの特徴




れ，教えられることになったことである（⑭ : Ministerium für Volksbildung 1968）．もう 1 つ




























Ministerium für Volksbildung 1965: 112-113 より作成
表 2　1966 年生物教授プラン（9 学年）
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は，教材単元「哺乳動物」（第 5 学年）で，生殖の枠内で人間の生殖の実態（妊娠，出産）が初
めて授業の対象に含められたことである．もっともそこには相変わらず生殖器官が入っていな








































































　次に，8 学年生物教授プランの構成を，1959 年と 1966 年のものと比較してみる（池谷 2014・
表 15，本論文の表 2 ～ 4）．性教育部分に関して言えば，まず第 1 に，「人間の解剖学と生理学」
がこれまで，1959 年教授プランでは 8，9 学年にまたがり教えられることになっていたのが，
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　４．生物の 8 学年用教科書の特徴





































人 間 学（1952） 本 文 173p（17）
図 138（13）
人 間（1961） 本 文 124p（7） 図
117（8），表４
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に，子宮口を通り抜けて流れ去る（月経）」（103）．また思春期についても，次のように述べられ















































































提供されることもある」（Baer 1966: 744）．もっとも，60 年代の性教育学者の間では，避妊につ
いてはいつ取り扱うかについては論争があったものの，このテーマを取り上げるべきだという点
ではすでに一致がみられた（Grassel 1962: 19；池谷 2011b）．
　だが，1965 年にピルが解禁され，1972 年の中絶法や「妊娠中絶法とそれと結びついた 16 歳か
らの女子への避妊薬の可能な支給に関する指令」が出される中で，しかも青少年の性の実態から
すると，妊娠中絶に絡んだ問題も授業で取り扱うことが求められるようになった（Grassel/


































　その後，1968 年教授プランは，1976 年の SED 第 9 回党大会と 1978 年の第 8 回教育会議を経
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　１．Horn/Kaiser（1986）の問題提起
　Horn/Kaiser（1986）は BioS 誌上で「第 5 ～ 10 学年の教科課程の内容に関する提案」（59-
61）を行い，生物の授業のいっそうの発展のために公共の議論を呼びかけている．この提案で



































かれたことに関わっている．Böhme（1986）は，Horn/Kaiser の提案を 3 つの点で高く評価し












　Bernburg の生物教科委員会も，感覚器官と神経系や生殖と個人の発達を 8 学年の始めに置く
ことは正しいと，この提案に賛成しているし（BioS 1986, Heft 9: 330-331），Renger も人間の器
官系統の取り扱いの順序がひじょうによいと，この提案に賛成している（BioS 1987, Heft 5: 177）．








　Schuster もまた 8 学年の教授プラン案に賛成した上で，生物の授業でのホモセクシュアリティ
の取り扱いを積極的に論じている（BioS 1986，Heft 11: 415-416）．まず近年この問題がより多
く注目されてきているのに，教育雑誌ではそうなっていないから，Bach（1985）論文6 がきわめ










　Torgau 郡の生物教科委員会に委任されて寄稿した Tomczak は，生殖と個人の発達を 8 学年
の終わりに置こうとしない点で教授プラン案に賛成するが，学年始めにではなく後期から取り扱




「性教育」の一貫した線が見られないことを問題にしている．そこで 5 学年から 10 学年にかけて
このきわめて重要な問題に注意を向けさせ，上級学年（とくに 8 学年）ではもっとパートナー関
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　こうして例えば，Körnig は神経系を 8 学年の始めに置くことは理解できないとして反対する．
また生殖と個人の発達を早く扱うことについても，それ自体が問題というよりは，むしろ生徒の
発達状況に応じて採り入れることを勧めている（BioS 1986, Heft 9: 327-328）．Gebauer も，8
学年における教材の配置転換にそもそも反対し，現状を維持することを求めている（ibid: 329-
330）．

















問を扱うには本来それぞれの学年で，約 2 時間はいる．5 学年で女子の初経，7 学年の終わりに
は最初の性的接触とその「リスク」，9・10 学年では場合によっては匿名で出される質問を扱わ
ねばならない．
　Scherpelz は 8 学年の教授プラン案について，きわめて問題があるとして拒否し，その対案と


















　また Schwarze は，提案された 7 学年の教授プランは生徒の側からのシンパシーを得ていない
から，教授プラン全体を現行通り保持するか，あるいは，これまで 8 学年で行なわれていた人間
生物学の教材を 7 学年に採り入れることを提案し，次のような「人間生物学」の教材配分案を示
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　健康教育と教員養成に携わってきた医師の Wolfgang Laass は健康教育の視点から Horn ら





　そのほか，Liedtke も Laass，Körnig，Gebauer，Räker や Scherpelz に賛成している（BioS 
1987, Heft5: 176-177）．また Horn（提案者とは異なる人物と思われる）は提案された教授プラ










　第 3 節　1987 年教授プラン案とそれをめぐる議論
　こうした議論を経て，BioS1987 年 7/8 月号に第 6 ～ 9 学年の生物の教授プラン案（⑱ : 










だし，性教育に関わる「生殖と個人の発達」は 6 時間から 7 時間と１時間だけ増えており，また
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表 9　87 年生物教授プラン案と 82 年生物教授プランとの比較
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　こうした議論を経て，1989 年に生物教授プランが出され（⑲ : Ministerium für Vollsbildung 
1989），8 学年と 9 学年の教授プランは，1991 年 9 月 1 日から発効することとされた．では 89 年
生物教授プランはどう変わったのであろうか．
141
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　１．89 年生物教授プランの特徴と問題点
　まず 89 年教授プランを 87 年案と比較すると，8 学年の構成はほとんど変わってはない．しか
し，その内容を比較してみると，ある程度は批判者の意見が取り入れられていることがわかる
（表 11）．






















　第 4 に，1987 年案では取り上げられていなかった「妊娠中絶」の問題がようやく取り上げら
れている．避妊と妊娠中絶があくまでも新たにまとめられた「家族計画」の項目に入れられてし
まっているという制約があるにせよ，それらが取り上げられたことの意義は，遅きに失している
とはいえ，ひじょうに大きい．「妊娠中絶」については，82 年の「7 ～ 10 学年生物教授プラン」







表 11　87 年案と 89 年プランとの比較
1987 案 1989 プラン
5.　生殖と個人の発達
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表 11　87 年案と 89 年プランとの比較（つづき）






































































　第 5 節　89 年教科書の特徴と問題点
　ではこの時期，教授プラン案が検討されている時期の教科書の内容はどう変化しているであろ
うか．
　ここでは 1989 年の教科書（Baer 1989）を取り上げる．これは 1982 年初版（Baer 1982）の第
6 版であるから，基本的には 1968 年・82 年生物教授プランにもとづいたもので，80 年代の生物
教授プランをめぐる議論の成果が含まれてはいないという一定の制約がある．それを踏まえた上
で，まずこの教科書の目次を 1970 年の教科書（72 年の教科書もまったく同じ）と，生殖と個人
の発達に関する部分に関して比較してみると，両教科書の間にはその構成については，基本的な
変化がみられない．しかし，内容を見ると，さすがに大きな変更が行われている．






















また妊娠中絶という言葉は 72 年以前ということもあり出てこない．しかし，89 年教科書になる
と，月経との関わりで，「避妊」も「ピル」も次のように詳しく説明され，「避妊具・薬」の写真
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も，まったく取り上げられていない．これらの点で 89 年教科書は，82 年時点からまったく変
わっていない．
　このようにみてくると，89 年の生物教授プランや 89 年教科書はそれ以前のものに比べると，
いくつもの進歩があったとはいえ，80 年代の性科学や性教育学の進展からみれば，それから遅
れていると言わざるを得ない．第 1 に，80 年代にセクシュアリティの重要な側面として取り上






　Dietrich/Kummer（1979）は，1979 年までの生物の授業の発展を 3 つの段階に分けている．
すなわち，①第 1 段階：1945 年春から 1949 年までの反ファシズム・民主主義学校改革の時期を




生物教授プランの時期，② 1951 年生物教授プランから 1959 年生物教授プラン成立までの時期，
③ 1959 年学校法下での生物教授プランの時期（1968 年まで），④ 1965 年学校法下での 1968 年
生物教授プランの時期（1989 年まで），④ 1989 年生物教授プランからドイツ再統一までの時期，
の４つに区分することができる．
　しかし，池谷（2014）と本論文の検討から，生物の教授プランを性教育との関係でみると，50
年代の時期は 50 年代前半の時期，50 年代半ばの社会主義学校をめぐる論争期，59 年生物教授プ
ラン成立までの３つの時期に分けられるし，1968 年以降から再統一までの時期も，80 年代前半
までと，80 年代半ばの論争から 87 年生物教授プラン案の提起までの時期および再統一までの時
期に細分することができる．かくして，生物教授プランをめぐっては，次の８段階に区分するこ
とができる．すなわち，①第 1 段階：敗戦後から 1949 年の DDR 建国まで，②第 2 段階：50 年
代前半，③第 3 段階：50 年代半ばの社会主義学校をめぐる論争期，④第 4 段階：1959 年教授プ
ランまで，⑤第５段階：1968 年教授プランまで，⑥第 6 段階：68 年生物教授プランから 80 年代
前半まで，⑦第 7 段階：80 年代前半の生物教授プランをめぐる論争から 1987 年生物教授プラン




　東西ドイツ再統一（1990 年 10 月 3 日）を前に，DDR の人民教育省に代わる新たな教育・科
学省はよりよい教育改革を目指して，1990 年 3 月に，『5 ～ 10 学年用生物教授プランおよび７～

































　こうした「枠組プラン」として，「5 ～ 10 学年生物の教授プランへの取り組みへの助言」が提
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